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８
月
は
、
離
れ
て
暮
ら
す
親
戚

が
訪
れ
た
り
学
生
た
ち
が
帰
省
し

た
り
、
何
か
と
故
郷
を
意
識
さ
せ

ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
あ
ら
た
め
て

葛
巻
の
自
然
や
史
跡
を
訪
ね
て
み

た
く
な
り
ま
す
。

　

句
碑
を
探
す
散
歩
は
い
か
が
で

す
か
？
葛
巻
に
は
俳
句
の
句
碑
が

２
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
宝
積

寺
さ
ん
の
境
内
に
あ
る
松
尾
芭
蕉

の
句
碑
で
す
。
葛
巻
俳
句
会
会
長

の
高
家
卓
範
さ
ん
が
八
戸
へ
出
掛

け
た
折
り
に
調
べ
た
結
果
、
葛
巻

の
建
立
年
は
寛
政
３
年
（
１
７
９

１
年
）
で
す
が
、
八
戸
に
あ
る
句

碑
よ
り
１
年
早
く
つ
く
ら
れ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
か

ら
葛
巻
で
は
俳
句
を
楽
し
む
人
々

が
い
て
文
化
が
あ
っ
た
証
拠
で
す

ね
。
現
在
の
状
態
は
、
風
雨
に
晒さ

ら

さ
れ
た
た
め
多
少
読
み
に
く
く

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
葛
巻
の

史
跡
と
し
て
ぜ
ひ
復
刻
を
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　

志
ば
ら
く
は　

　
　

花
の
上
な
る　

月
夜
か
な　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芭
蕉

（
催
主　

石
映　

路
田　

野
阿　

連
中
書
）

　

江
戸
時
代
か
ら
の
歴
史
を
持
つ

俳
句
の
集
ま
り
は
、
戦
後
、
当
時

の
遠
藤
医
院
・
遠
藤
俊
次
氏
を
中

心
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
加
わ
り
続
い
て

参
り
ま
し
た
。

　

２
つ
目
は
そ
の
遠
藤
俊
次
氏

（
俳
号
・
ぬ
か
ご
）
の
句
碑
が
新
町

の
秋
葉
神
社
に
あ
り
ま
す
。
神
社

に
向
か
っ
て
左
の
木
立
の
中
に
あ

り
、
葛
巻
俳
句
会
が
建
立
（
昭
和

52
年
10
月
９
日
）
し
た
も
の
で
す
。

見
晴
ら
し
の
良
い
場
所
で
も
あ
り

ま
す
の
で
、
足
を
延
ば
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　　

晴
れ
し
日
も

　
　

峯
に
霧
曳ひ

く　

峡か
い

の
町　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぬ
か
ご

　

こ
の
夏
は
ご
家
庭
で
も
、
職
場

で
も
皆
さ
ん
揃
っ
て
俳
句
作
り
に

お
励
み
く
だ
さ
い
。

※
参
考
文
献

　

葛
巻
町
文
化
財
報
告
書
第
７
集

　

葛
巻
の
石
碑

俳句をを

　

２
回
目
の
今
回
は
、
夏
と
秋
の

季
語
を
ご
紹
介
し
ま
す
。「
風
と

恋
の
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
も
全

国
か
ら
続
々
と
応
募
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
季
語
を
ヒ
ン
ト
に
、

皆
さ
ん
も
一
句
ひ
ね
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。

俳
句

季
寄
せ

夏
［

行
事］
母
の
日
、
父
の
日
、
端た

ん

午ご

、
鯉
の
ぼ
り
、
原げ

ん

爆ば
く

忌き

、
山
開

き
、
祭
、［
動
物］

ア
マ
ガ
エ
ル
、

ホ
ト
ト
ギ
ス
、
カ
ッ
コ
ウ
、
燕つ

ば
め

の

子
、
イ
ワ
ナ
、
ヤ
マ
メ
、
カ
ブ
ト

ム
シ
、
蝉せ

み

、
蚊［

植
物］
バ
ラ
、

ア
ジ
サ
イ
、
栗
の
花
、
青あ

お

梅う
め

、
さ

く
ら
ん
ぼ
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
、
万ば

ん

緑り
ょ
く

、
桑
の
実
、
ひ
ま
わ
り
、
茄な

子す

秋

［

時
候］

残
暑
、
晩
秋
、
夜
長
、

爽
や
か
、
肌は

だ

寒さ
む

、
冬
近
し
、［

天

文］

秋
晴
、
秋
の
空
、
鰯い

わ
し

雲ぐ
も

、
月
、

星ほ
し

月づ
き

夜よ

、
天
の
川
、
流
星
、
台
風
、

稲い
な

妻づ
ま

、
霧［

地
理］

秋
の
山
、
刈か

り

田た［

生
活］

運
動
会
、
新
酒
、
新

米
、
枝
豆
、
松ま

つ

茸た
け

飯め
し

、
新
そ
ば
、

燈と
う

籠ろ
う

、
冬
支
度
、
か
か
し
、
稲
刈

り
、相
撲
、月
見
、紅
葉
狩
り［

行

事］

七
夕
、
ね
ぶ
た
、
竿か

ん

燈と
う

、
秋

祭
り
、
盆
、
墓
参
り［

動
物］

鹿
、

猪い
の
し
し、

渡
り
鳥
、
キ
ツ
ツ
キ
、
サ
ン

マ
、
鮭
、
虫
、［

植
物］

桃
、
梨
、

柿
、
リ
ン
ゴ
、
な
な
か
ま
ど
、
ど

ん
ぐ
り
、
銀い

ち
ょ
う杏

、
朝
顔
、
コ
ス
モ

ス
、
カ
ボ
チ
ャ
、
稲

※
出
典

・
合
本　

俳
句
歳
時
記
第
３
版

　

（
角
川
書
店　

編
）

うう楽 ももしし

秋に手打ちそばを届けたい
農業委員がそばまき

江刈中学校では
じゃがいもを育てる

人形劇団くずまき
陸前高田で人形劇

　町農業委員会（鈴木努会長・委員
15人）は秋に被災地へ手打ちそばを
届けようと７月21日、田の沢地区の
遊休農地２反歩を活用し、そばまき
をしました。

　順調に育てば10月上旬に収穫、そ
の後手打ちそばを約200食作り、牛
乳など町の特産品とともに被災地へ
届ける予定です。
　委員の市村和子さん（五日市）は
「秋には手打ちのおいしいおそばを
届けたいと思っています」と笑顔で
話しました。

　江刈中学校（川村俊校長・生徒44
人）は、被災地の中学生との交流に
使用するじゃがいもを学校近くの畑
で育てています。
　７月20日、収穫をしたのは「アン
デスレット」という赤いじゃがいも。
そのほかにも「キタアカリ」「イン
カのめざめ」「レッドムーン」と合
計４種類を植えています。
　全て収穫し終えた２学期に、被災
した中学生との交流を計画していま
す。

　人形劇団くずまき（石井幸子代表・
５人）は７月21日、陸前高田市の小
友保育所を訪問し、子どもたちに人
形劇を披露しました。
　「スーパー人形劇」「かえるの合唱」
「三匹の子ぶた」を上演。手づくり
の小さな人形を使った愉快なお芝居
に、子どもたちは大喜び。
　石井代表は、「子どもたちを喜ば
そうと思って訪ねましたが、逆に私
たちのほうがうれしくなって帰って
きました」と手応えを感じていまし
た。

葛巻俳句会　斎藤　誠子

宝積寺にある松尾芭蕉の句碑宝積寺にある松尾芭蕉の句碑

秋葉神社にある遠藤俊次氏の句碑秋葉神社にある遠藤俊次氏の句碑

　毎年４月下旬に開催している
「県北バスケットボール大会」
　震災のため中止も検討されま
したが大会運営をする町バス
ケットボール協会の近藤豊美彦
会長は「大変な時だからこそバ
スケットで元気になってもらい
たい」と７月３日、大会が開催
されました。
　体育館が避難所になり、練習
が満足にできない状態ながらも
今年の県高総体でベスト８入り
した山田高校女子バスケット部
を招待。大会前日の７月２日、
本町入りした同部は社会体育館
で葛巻高校と合同練習を行い、
葛巻高校のセミナーハウスに宿
泊し、焼き肉や花火を楽しみま
した。
　斎藤しおりさん（山田高２
年）は「大会に参加させていた
だきありがとうございます。広
いコートで試合ができてすごく
楽しかったです。勉強にもなり
ました」とバスケットができる
喜びでいっぱい。蒸し暑いコン
ディションの中でしたが、同部
は全３試合、笑顔でボールを追
いシュートを狙い続け、見事優
勝しました。

県北バスケットボール大会に
山田高校女子を招待

被災地支援

今できることを
 ひとつずつ

第
10
回
風
と
恋
の
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集
中
（
９
／
９
ま
で
）
応
募
方
法
は

13
ペ
ー
ジ
で

  ８月６～７日の「葛巻カップ」
にも同協会は、被災地の５チー
ムを招待。今年、プロバスケッ
トbjリーグに参戦する地元岩手
の「ビックブルズ」の選手によ
るクリニックも前日の５日に予
定されています。

県北バスケットボール大会女子準決勝山田高校対葛巻高校


